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①　住民参加の促進

６

６

しんとつかわの魅力発信	 109万円
（担当：総務課企画調整グループ）

　本町の魅力を広く町内、北海道、全国に発信し、町の知名度を高め、交流・定住人口を増やしていくた
めの取り組みを進めます。

○第３回しんとつかわ動画コンテスト
　令和２年度に実施した第２回動画コンテストは
13本（10人）の応募がありました。
　令和３年度も引き続き、町内外から本町を紹介
する30秒以内の動画を募集するコンテストを開催
します。
・最優秀賞　賞金10万円（１本）
・優秀賞　　特産品１万円分（最大５本）

○魅力発信パンフレット
　観光ガイドの機能を併せ持った魅力発信パンフレット（プ
チＪＰ01）を作成し、町外へ発信します。

第２回コンテストポスター

みんなでともに
歩 む ま ち
みんなでともに
歩 む ま ち

※掲載している事業以外の内容は、町ホームページで
お知らせしています（次のＱＲコードからリンク）。

動画コンテストの
ページへリンク
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６

開町記念式の開催	 120万円
（担当：総務課総務グループ）

　奈良県十津川郷からの団体移住をはじめとした
今日までの先人の苦労とその功績に感謝するとと
もに、町民一丸となって、より良い町を築き上げ
る決意を新たにする場として、６月20日の開町記
念日に合わせて開町記念式を開催します。
　式典では、毎年町民の方々をはじめ、母村十津
川村や本町ゆかりの方々など、多くのご列席をい
ただいています。
＜財源内訳＞
参加者会費	 15万円
町の負担	 105万円

行政区活動への支援	 1986万円
（担当：住民課住民活動グループ）

　行政区と連携協力し、住み良い地域づくりを目指します。
　また、行政区の自主的な活動の促進と円滑な運営を支援するため、行政区が自ら提案・実施する活動や
行政区と町が役割と責任を分担しながら行う活動（協働事業）に対して、交付金を助成します。

【行政区が自ら提案、実施する活動】
・防災訓練などの自主防災活動
・交通防犯啓発やお年寄りの見守りなど、地域の安全や安心を推進する活動
・郷土への愛着や伝統を伝える活動（盆踊り、みこし、演芸会など）
・通学路の花植えや、花壇の整備などの景観整備活動

【行政区と町との協働事業】
・防犯灯の設置、修繕、電気料の助成
・資源ごみステーションの除雪
・町有地の草刈り
・公園などの管理
・広報しんとつかわの配布

議会だよりの発行	 　53万円
（担当：議会事務局）

　議会の活動をお知らせする「議会だより」を年
４回発行します。
　議会で決まったことや、その成果などを分かり
やすく伝えていきます。
　町の課題や議会のあるべき姿など、町民の皆さ
んと共に考えていけるよう、魅力のある誌面作り
に取り組みます。

盆踊り
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②　行政の効率的な運営

６

ふるさと応援寄附金の推進	 9587万円

広報誌、ホームページのリニューアル、ＬＩＮＥの活用	 472万円

（担当：総務課企画調整グループ）

（担当：総務課企画調整グループ）

　ふるさと応援寄附金（ふるさと納税）は、ふるさとや応援したい自治体に寄附（納税）ができ、使途も
指定できる制度です。町では寄附者に町の特産品を贈呈し、ＰＲや産業の振興を進めています。
　寄附金は児童図書購入や公園管理、イベントの開催などに活用します。

【令和２年度寄附実績】（２月末現在）
・寄附人数　3816人
・寄附金額　1億1172万円

【寄附金の使途】
・児童書の購入
・少年団、新十津川中学校運動部のユニフォームの購入
・陶芸まつり、ふるさとまつり、味覚まつり、雪まつりの開催
・道路の維持、都市公園の管理
・子どものインフルエンザなど予防接種費用の助成

　広報誌にＡＲ（拡張現実）を導入し、ホームページのトップページをリニューアルします。
　ＡＲにより、広報誌にスマートフォンをかざすことで、写真や動画を見ることができるようになります。
　また、今年度から幅広い世代に利用されているコミュニケーションアプリのＬＩＮＥを活用し、近年多
発する災害やごみの分別などの住民生活に関する情報について、発信します。

雪まつり（令和３年は中止）

ＬＩＮＥの配信画面（イメージ）
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総合行政審議会の運営、第６次総合計画の策定	 329万円

役場庁舎の建て替え	 4億865万円

職員の研修派遣	 384万円

マイナンバーカードの出張申請受け付け	 29万円

（担当：総務課企画調整グループ）

（担当：庁舎建設推進事務局）

（担当：総務課総務グループ）

（担当：住民課戸籍保険グループ）

　協働のまちづくりを進めるため、幅広く皆さん
の意見を行政に反映できるよう、有識者委員と公
募委員で組織する審議会を設置しています。
　審議会では環境基本計画など各種計画の審議
や、町が進めている事業について町民目線の評価
を行っています。令和３年度は、最上位計画の第
６次総合計画を審議します。

　新しい役場庁舎が、５月６日に供用開始となり
ます。供用開始後、現庁舎の解体工事や外構の工
事を行い、全ての工事が完了するのは令和４年６
月ごろの予定です。
　新しい役場は、窓口を１階に集約して利便性を
良くしました。また、バス待合スペースは夜間や
休日も利用することができます。

＜財源内訳＞
庁舎建設基金	 1億3595万円
町の負担	 2億7270万円

　町の人材育成基本方針に基づき、職員の能力向
上を図ることを目的として、自治大学校や市町村
職員中央研修所、北海道市町村職員研修センター、
北海道町村会などが主催する各種研修に派遣しま
す。
　また、外部講師による研修会を開催し、職員全
体のスキルアップを図ります。

＜財源内訳＞
研修受講助成金	 40万円
人づくり推進交付金	 39万円
町の負担	 305万円

　マイナンバーカードの申請受け付けを希望する
事業所や各種団体に町職員が訪問して、申請に必
要な顔写真の撮影や申請書類の記載の支援を行
い、申請を受け付けします。後日、マイナンバー
カードは、本人限定受け取りの郵便でご自宅に送
付します。

＜財源内訳＞
国の補助金	 28万円
町の負担金	 1万円

明るく広々としたホール


